
　23．オランダ国立林産試験場など
　デュッセルドルフからアムステルダムまでは僅か 1
時間の空路だったが，さすがに11月下旬だけあって北
緯52℃を越えたスキポール空港が近づく頃から，一面
の銀世界に変っていた。ホテルに向う車の窓にも霙が
当たり，北海道の初冬を想い出させた。夕暮れまで多
少時間があったので、ホテルのすぐ隣りの国立美術館
を覗いてみた。いくつかに区切られた陳列室の中に
は，有名なレンブラントの夜警などもあったが，殆ん
ど人影がなく，何時でもこんな名画が見られるのは羨
やましかった。広いローンの向うにコンセルトヘボウ
の建物も見えたが，霙が一段と激しくなったのでホテ

ルに引返した。
　翌朝，中央駅か
らハーグ行の列車
にのり，デルフト
駅で降り，郊外に
ある林産試験場（
写真 23 ）を訪ね
た。TNO（ オラ
ンダ国立科学研究
機関）の傘下には
約40の試験所があ
り、6000人の研究
者がいるが，研究
所はハーグとこの

デルフト郊外にその大半が集中しており，その一つで
ある林産試験場の建物もこれらの幾つかの機関と棟続
きであった。
　I R G 会議でお会いした木材保存部門のチーフであ
る Hof 老女史からの説明のあと,グアナ出身の人なつ
こい Comvolius 助手の案内（本人が案内するのが習
慣だが Hof 女史に急用が出来たので）で関係の施設
を見学した。オランダの乾材害虫被害の中心は，ヒラ
タキクイとカミキリム ( 写真 24 ) であり，両者の自

然界のサイクルは 2～3年（前者）及び約5年（後者）
とのことであった。ヒラタキクイの種類も北方系の
linearis 系とのことで，北海道でのサイクルもこれに
近いのではなかろうかと思った。
　両者の人工飼育法，効力試験法などはスイス材料試
の Walchli 氏のところと全く同じ方法であった。
  防虫，防菌薬剤としては，現在 P C P，B H C とも
使用を継続しており，P C P はマッシュルームの裁培
地の囲い板にも使用しているが問題がおきていない。
硼酸系や有機錫系よりはるかに直接的効果のあるこれ
らの代替剤はないだろうとのことだった。砒素系防腐
剤についても問題視しておらず，農業，畜産などで知
られるオランダとしては予想外に公害意識が薄かっ
た。
　このあと，走査型電顕による薬剤の浸透，防腐効果
の観察に興味をもっている Laming 氏の事で,デルフ
トの街を狭んだ反対側にある建築研究所の防火試験セ
ンターに向った。
　防火試験センターに着いた午後 4時頃には、先程ま
で霙を降らせていた部厚い雨雲が切れて，その間に吸
込まれそうな北欧特有の澄んだ青空がくっきりと見
え，典型的なゴイエンのオランダ風景画をまのあたり
見た感じだった。
　木質材料の防火を担当している Zorgman 氏の案内
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で，梁，柱，壁体などの大型試験炉を始め，内装材料
用の小型試験炉を見学したあと，難燃処理の状況につ

いて伺った。
　この機関も，公設試験機関として認定等の依頼試験
が多く，それらの詳細な処理薬剤，処理法の内容は不
明だが第2燐安主剤りの浸漬チップから作られる難燃パ
ーティクルが多いとのことであった。発泡性防火塗料
も使われており，白色顔料の入ったピロモルス系で処
理された難燃木質パーティクルや Flax ボード（亜麻
繊維板）も持込まれ, これらは 350g／m2 の処理でノ

ルディック規格の　Class I に合格するとのことであ
った。帰宅する Zorgman 氏にデルフト駅まで送られ
たが，日の落ちたホームでの冷込みが厳しく，冬仕度
の土地の人が羨やましかった。

　11月24日，ヨーロッパ滞在 60日間の旅を無事に終
え，KLM航空で一路ニューヨークへ向った。
　アムステルダムを発って暫らくの間は，満席のジャ
ンボ内の喧噪と空港カウンターで取られた 10 kgの超
過料金のことなどが頭にあって不快感で一杯だった
が，イヤホーンの音楽や映画のスクリーンに皆が集中
する頃になると，漸やく気分も落着き始め，ヨーロッ
パでのことやこれからのアメリカのことなどを少しづ

つ考えてみる気になった。これまでのヨーロッパでの
研究機関を中心にした訪問と違って，業界からの依頼
を主にしたこれからのアメリカでの難燃処理事情調
査については，このとき全く自信がなかった。出発前

に合板工場，注入工場などの民間工場以外に公設試験
機関や業界の団体などを訪問先に組入れたが，果して
これらも業界の事情をどの程度キャッチしていて，然
もその技術内容をどの程度オープンにして呉れるかは

疑問であったし，民間では研究者同志のように出来る
だけゆっくり話合おうとして呉れないとしたらなどを
考えると，段々アメリカ訪問が憶劫になってきて，こ
のまま日本へ帰り度いとまで思ったりした。

　24．ジエトロ・ニューヨーク事務所など
　アムステルダムを発って 9時間，不安な気持ちをの
せて無事夕暮れ近いニューヨークのケネディ空港に到

着し，アメリカでの第 1 歩が始まった。入国手続は,
何か植物のサンプルを持っていないかと云った質問だ
けで比較的簡単に終った。知人の渡辺氏に迎えられて
ホテルに向ったが，さすがに夕方のニューヨークのラ

ッシュはひどく，6 車線位の事が全然動かず，都心ま
での 40kmを 2時間近くかかってホテルに着いた。駐
車が出来ぬとのことで帰って頂き，一人でホテルに入
ってみたものの中級ホテルながら，ヨーロッパとは全

然スケールが違い，冷々しながら大男の黒人のベルボ
ーイに従った。夜の一人歩きは危険だからと渡辺氏か
ら注意されていたので，夕食もホテル近くのコーヒー
ショップで済ませた。
　翌朝，徒歩20分位のジェトロ事務所に農水産担当の
中村氏を訪ねた。ここで，アメリカ東部での合板工場
訪問について出発前に場長名で依頼した返答を受けと
るようにしてあった。最初のジェームスタウン合板会
社からは，現在難燃合板の生産を中止しているため（
必要によっては他社で生産した難燃合板をカットサイ
ズで購入している）訪問を断わりたいとのことであっ
た。中村氏によれば，一般的には日本に対する警戒心
から見せたがらない工場が多くなって来ているが，こ
の文面からは実際見せるものがないのが本当の様だと
のことで，再度の交渉を取止め，シカゴ事務所の伊沢
氏に連絡を取って貰ったところ，今度は逆に予定した
U・S プライウッド社の他にウェアハウザー社の OK
も取れたので日程を早めたらどうかとの吉報で，兎も
角，ニューヨークの出発を一日早めることにした。
午後，ジェームスタウン社の建材展示場を見ることに
し，漸やく捜し当てたが，感謝祭と週末の休日のため
来週まで休館しているとのことで，名刺を出して頼ん
だがガードマンは全然取合って呉れなかった。仕方な
く，デパートの家具展示場を歩いてみた。日本のデパ
－トのような安っぽい展示とは違い，素晴しい家具,
調度品，豪華な電気スタンド（螢光灯は見当らない）
などが並んでおり，それらは何れも 1,000ドル単位（
前者）と 100ドル単位（後者）であった。話に聞いて
いた虫喰い家具があったので天然のものか人工的につ
けたものか聞いてみた。係員はこの材料は最高品で勿
論，天然の虫喰い品であると説明してくれた。

　25．全米広葉掛合板製造業者協会（HPMA）
　週末をニューヨークからワシントンの移動と市内の
観光で過ごしたあと，月曜の朝，バージニア州アー
リントン地区にある全米広葉樹合板製造業者協会に
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McDonald 会長を訪ねた。ここには，全米4ヶ所の25
フィート火炎伝播性試験炉の 1つ（写真25）が設置さ
れており、他の 2 ヶ所の保険協会試験所（ Underwr
iter′s  Lab)と南西部調査研究所 ( Southwest Resea
rch Inst）と共に ASTMによる防火材料の認定試験所
の1つになっている。McDonald 会長は 2ヶ月前の10
月に東京で開かれた第2回アジア合板会議に来日し，
アメリカにおけるモビールホーム用合板（年間約50万
戸）の難燃処理の必要性を強調し，輸出合板メーカー
ヘの啓蒙をされた方で，私が訪ねた際，届いていた当
時の日本の業界新聞記事の母型を見せながら色々と内
容の説明を求められたのには閉口した。然し，こんな
会話のうちにお互いにうちとけ，このあと，色々紹介
の労をうけたり，この晩夫妻にワシントン市内のフラ
ンス料理店へ招待して頂いたりすることとなった。兎
も角，最初に会った方がとても良い方だたので，ニュ
ーヨーク以来の不安感がぐっと遠のくのを感じた。

　McDonald 会長自身，日本の広葉樹合板の素晴しい

ことを認識しておられ，協会事務所内の内装建材（

壁，天井，床すべて広葉樹合板製品）の樹種，産地な

どを次々と説明され，最後にはトイレの内装までも案

内された。そして，これらはこれまでの ClassD から

Class C (ASTM  E84 展炎性76～200,上図参照) まで

難燃度を上げる必要が1969年にモビールホーム協会と

全米防火協会の間で話合われ，このモビールホームの

防火に関する新しい規程を1972年までに全州が適用す

るように徹底させることになっているとのことであっ

た (すでに 26州は決定している)｡ 日本の3／16インチ

厚カバ合板は無処理で展炎性 200前後であるが，シナ

合板は200を超え，出来れば両者とも難燃加工した方

が安全であるとのことであった。

　このあと一緒に昼食をした Goblet 氏も案内に加わ

り，アナログコンピューターによる加熱データ解析装

置，合板の一般性能試験状況などを見せて貰ったが，

性能試験は日本の JAS 規格と同じようであった。

　26．米国保存処理業者協会研究所（AWPl）など

　HPMAから更に南へ 1 時間近く離れたところにあ
る AWPI まで McDonld 夫人に送られ，紹介された
Camarano に会った。AWPI は，研究所というよ
り翌日訪問した AWPA（米国木材保存処理加工業者
協会）が日本木材防腐工業組合に近いとすれば，AW
PIは日本木材加工技術協会（保存部会）のようなと
ころで，技術関係者を集め民間の相談の窓口として役

立たせている機関に受取れた。Camarano 氏は早速,
何冊かのパンフレットを持出してきて，難燃，防腐加
工製品の説明をしてくれたが，これらのパンフレット
には商品名が一切なく，業界共通の製品の技術資料の

ようなものだった。従って，パンフレットの標題は，
全天候型注入土台，注入材，注入柱を利用した新しい
Pole House Construction，注入合板（主として構造
用）などに分けられていた。Pole House Constructi
on は単なる山小屋風のレジャーハウス的なものでは
なく，都市の拡大によっては条件の悪い郊外の土地（
傾斜地，地盤の低い所など）に建てる住宅にふさわし
い構造（骨格）材料として考えられているものであ

り，パンフレットには詳細な幾つかの設計基準までが
示されており，建設業者が設計の参考資料として充分
使えるような内容のものであった。
　翌朝，ワシソトン市内の AWPA に Ferry 氏を訪
ね，AWPA 会員リストや木材保存関係の米国規格（
ASTM）リストなどの提供を受けたのち，農務省の林
産担当ダイレクターZerbe 氏を訪ねた。ホワイトハウ

スから近いアメリカの霞ヶ関宮庁街といった一角にあ

る農務省の建物（写真26）は大きく 2列になっていた

が，林産関係は奥の方だった。Zerbe 氏の入口を開け

てすぐの部星は 3人の秘書室になっており，一番年上

の秘書が思ったより丁重に取次いでくれた。McDona

ld 氏は Dr. Zerbeは技術屋だから君の質問には良く応

えてくれるだろうとのことだったが，大きな彼のテー

ブルの前に立ったときには，面接試験でも受けるとき
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の様に一瞬緊張した。意外に若い彼は，私の気持をほ

ぐそうとするかの様に雑談を続けてくれた。そのう
ち，同じマジソン林産試へ 2日違いで彼も訪問するこ
と，インホメーションマネジャーの Link 氏も良く知
っているなどの話が出て大分気が楽になった。マジソ
ンヘは時折出掛けるようだった。

　アメリカの難燃合板規制の現状と将来について伺っ

てみたが，日本と違って州規則がまちまちであり，国
全体を統一的に規制することが極めて難かしいとのこ

とであった。寧ろ，民間の生産業者や保険協会，防火

協会などの盛り上りの方が強いとのことであった。日
本の輸出合板の話になって，ニクソン政策（輪入規制

）はどうかという質問で一寸返答に窮したが，エコノ

ミストでないので経済政策は判らぬが，北海道の合板
メーカーは輸出合板の滞貨で困っている。然し，将来

のためには良い試練になるだろうというようなことを

云ったら，うなづいていた。WPC はアイソトープの
平和利用の意味はあっても，現在のコストではとても

使えないだろうとのことだった。

　出発前訪問を申し入れた際に，国際林業局長あてに
許可申請書を提出するようにとのことだったが, 早速,
局長の HoIscher 氏に電話を入れ口頭での承認を取
ってくれた。

　27．オスモーズ社研究所
　ワシントンからオスモーズ社研究所のあるバッファ

ローまでは，空路 1時間であった。東京と北海道とい
った感じなのかバッファロー空港には 1尺近い積雪が
あった｡ 出迎えの Petot 海外事業部長は私より少し年
下の気さくな感じの人でケンブリッジ大学を出たとの

ことだった。空港から 1 時間近く離れた黒人街（7～
8 年前まではドイツ人街だった）の外れに工場と研究
所が一緒になってあった。早速，工場内を廻ったが，

ここではオスモース系の 3種の防腐剤がつくられてい
た。研究所内は所長の Dr．Fahlstrom 氏の案内を受
けたが，役が開発した屋外用難燃薬剤（屋根柾難燃加

工用）の説明と小試片を使った簡単な加熱試験を見せ

られた。認定試験は未だ終わっていなかったが，シカ

ゴの UL試験所あてに発送する試験体も用意されてい
た。ASTM  E84 の展炎性試験 Class I に合格するた
めには, 100％注入（300～350kg／m3）が必要である

が，3～5 ポンド／立方フィートの注入でダグラスフ

アー，サウザンパインの難燃効果が充分期待出来ると

のことであった。

　防腐薬剤は含浸，注入用ばかりでなく，塗料中に混

入し，日割れ，褪色防止の効果もあるものなどの開発

を進めており，銅クロム系薬剤の浸透の確認法の一つ
に簡単な銅の呈色法も使用していた。

　この晩は Petot 氏夫妻と副社長宅に招かれ，カクテ
ルをご馳走になったが，お宅は山小屋風の完全な木造
住宅であり，これが最も贅沢な建物だと Petot 氏が説
明してくれた。このあと，30分位離れたバッファロー
市街の日本人経営のスキヤキ料理店へ案内されたが，
副社長夫人と娘に狭まれて箸の使い方を教えるのに一

苦労した。翌朝, 空港までの車の中で Petot 氏夫人(カ
ナダ美人）を賞めたところ，彼は上気嫌でフランス小
咄を2つ教えてくれた。

　28．カナダ国立東部林産試験場
　バッファローからカナダのオッタワまでは直線距離

で僅か400km程であるが直行便がなく，トロント経由
で 4時間以上かかって夕方，オッタワ入りした。ゆっ
くり風呂でもと思ったが，カナダでは Bath 付きとい
うと通常シャワー付きを意味するとのことで兎も角シ

ャワーで我慢することにした｡
　翌朝, 約束通り 9 時に

シエン

舜さんがホテルに迎えに来ら

れ，林産試験場（写真27）へ向った。途中の道路沿い

の民家は，

純木造が目

立った。

副 場 長 の

McKnight

氏に挨拶し

たのち，10

時のテイー

タイムまで

彼の専門の

パーティク
ルボード製造試験のことなどを伺った。ティータイム

には試験工場の一角に木材加工部門の 15人ほどの研究

職員が集まっていた。防火，防腐，パーティクル，乾

燥，単合板などの研究者が顔を揃え，舜さんの紹介で

挨拶させられたが，手元に用意していたディスカッシ

ョン用の原稿が大いに役立った。このあと，防腐のチ

ーフである Szedrik の部屋でカナダの防腐事情につい

て伺った。カナダで最も多く使われている薬剤はクレ

オソート　P C P，C C A（ Type－C ）などである
が, 2×4 インチの土台は 5 ％ P C P 注入が多いとの
ことであった。電柱，枕木などは非電導性の酸化型

C C A を使用しており，Xylamon も混用している。
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Koppers社が開発したセロン法は, カナダに 12工場を

もっている Domtar社がメチレンクロリドによる処理

を行なっているが，5 年で腐朽した例もあるし，とく

に溶剤の LPG 回収がコスト高になり，経済性に乏し

いとのことであった。新しい針葉樹注入法としては，

Hudson氏が 1967年の AWPA誌などに発表したプレ

スカップ（木口加圧注入用のアダプター）を用いた生

丸太の注入法や圧シール材として炉布と砂を用いた特

殊シリンダーによる注入法があるが，一般的には辺材

幅の極めて広いサウザンイエローパインが注入適材と

して使われているとのことであった。

　舜，Szedrik．Clarke（防火のチーフ）氏らと昼食

をしたあと，Clarke 氏の部屋でMckay氏のあとを継

いで DTA，TGA による熱分解基礎試験なども担当

しているFung ( 憑 ) 氏を加え防火関係の話を伺った｡

  構造用合板，パーティクルの難燃処理法の研究も行

なっているが，近年非常に多くなったウェスタンレッ

ドシダーを使った柾屋根（下 見板としても使う ）の

Shingles（機械割柾），Shakes（手割柾）用の防炎

剤，難燃加工法の研究について色々と伺った。薬剤は

燐を主剤にした水溶性アミノ系樹脂で Koppers 社の

開発した Non－Com (商品名) やオスモース社のもの

と同じ系統のもののようであった。屋外用として耐水

性で材色も余り変らないのが特長とのことだったが，

多小材色が赤味を帯びるようであった。薬剤含浸量が

13％以上の重量比になると ASTM  E108屋根用加熱

試験の Class C（木質系）に合格するとのことであっ

た。

　このあと，Fung 氏の案内で加熱試験炉などを見て

廻ったが，我々と同様に展炎性試験炉としては 2呎用

の小型炉とマジソン林産試で開発された 8呎小型トン

ネル炉を使用していた。100 回位の使用毎に加熱板

（メインバーナー上部のステンレス板）は取換え使用

しているとのことで，我々の試験中の燃焼の不連続の

原因がここらにあるらしいことが判った。

　防虫関係のチーフである Gray 氏と会ったのは，午

後 4時を過ぎており、研究室で大型の被害材からの成

虫捕集箱や飼育施設を見せて貰っているうちに暗くな

ってしまった。

　ヒラタキクイムシは北方系の Lyctus linearis（日

本名ナラヒラタキクイムシ）が棲息し，白蟻はヤマト

シロアリ系の Reticulitermes flavices（ Kollar ）で

あり，ともに分布が拡大しつつある。とくに白蟻は五

大湖に近い高温，多湿なオンタリオ州，ミシガン州周

辺に分布を拡げつつ北上しており, 1929年に最初のオ
ンタリオ州南端の Point Peleeで発見されてから 40年
間にオンクリオ州全域に拡大した。キチリメンタケの

腐朽と白蟻加害の間には，強い相関があるとのこと

であった。これらの研究調査は，マジソン林産試の

Esenther，Scheffer　両氏と連携を取って進めている
とのことだった。

　このあと，Gray 氏の強いすすめで自宅の夕食に招
ばれ（日本人と結婚した東大出の舜さんの申出を押切

り），自宅の地下室で飼っている白蟻を見せて貰った

あと，夫人の手料理をご馳走になった。スープやカエ

デシロップで味つけしたデザートがとてもロに合った

ので出された調味料を断わったところ，夫人に大変喜

ばれた。老母が使ったという糸捲き機や箪笥，食卓な

どはとても大切にしており，暖炉の囲りの壁には何枚

もの両親や子供達，孫達の写真を飾っていた。茶の間

のクリスマスツリーは孫達を待っているのだとのこと

で楽しみにしており，日本の同居家族より遙かにお互

いの愛情が通っているように思えた。このクリスマス

ツリーの飾りつけはすべて日本製で，これも日本製品

ブームの一つだった。

　この晩，モントリオールの知人に会うため街の中心

地から出ている長距離バスのターミナルまで送られた

が，夫人が私のために席を優先させるよう頼んでくれ

たり，Gray 氏ががモントリオールの私の知人に出迎
えの場所を確認してくれたりしながら，出発まで寒い

中を見送ってくれた。更に感激したことは，Gray 氏
がそっと私にこの晩のオペラの切符を 3枚用意してい
たことを教えてくれたが，キャバレーなどで済ます日

本人より遙かに親身のこもったもてなしにバスの中で

ひとり瞼が熱くなるのを覚えた。

　29．カナダ農務省研究所，トロント市役所
　翌朝，モントリオールからトロントに飛んで，農務

省研究所に勤めている後輩の千葉氏に会った。この研

究所は，果樹を中心にした植物病害虫研究所であり，

ここへの訪問の目的は現在，日本の木材防菌，防虫

剤が農薬の使用制限にからんで一部代替の必要に迫ら

れている関係で，カナダの果樹用の農薬制限の動きを

知るためであった｡カナダでは P C P の大気中許容量



　欧米における木材保存研究事情調査旅行記（4）

が0.5mg／m3とのことで．皮膚接触の注意はされてい

るが，禁止はされていない。カーバメート系のほか通

常の憐剤などの使用も許されており，有機塩素糸など

についても科学的根拠を得るための分析法の検討など

が旺んに急がれている（彼の担当）現状とのことであ

った。

　公害については，現在アメリカ・カナダの共同で凡

ゆる角度からの数千ページにわたるデータの集積が進

められており，明年中に発刊されることになっている

とのことであった。この仕事の一部を分担している彼

は，日本よりデータの蒐集が極めて容易だと張切って

いた。研究所内の実験室の設備は極めて完備してお

り，彼の実験室に続いた個室の隣りには小型電算機室

（写真28）まで設備されていた。

　翌朝，木材製品

の良いものが見た

いという私の希望

を入れ，新装のト

ロント市役所に案

内してくれた。左

右に14階，16階建
の建物がアーチ型

に向き合いに建て

られ，この中央にドーム状の市議会ホールを組合せた

モダンなデザインの市役所だった。この入口に並んだ

扉は重厚な感じのナラ製品であり，1 階ホールから市
議会ホールヘの階段は 3次元に曲げられた見事な集成
手摺（写真29）が使われていた｡ このほか随所に使わ
れている木材は装飾と横能を充分に生かしたもので，

回りの雰囲気にピッタリとけ合ったものであった。

　この日の午後，車でバッファローまで送られ，ここ

から空路シカゴに向った。

　30．アンダーライター（UL）試験所など

　雨のシカゴ空港には，ジェトロ　シカゴ事務所の伊

沢氏が釆ておられ，ホテルまで案内して頂いた。中高

層の古いホテルで部屋も雑然としていたが，都心や空

港に出るのに便利であり，ジェトロにも近かった。一

緒に夕食を摂りながら，明日からのスケジュールの打

合せを行なった。旅程の一部を変更し，新らたに予約

できたウェアハウザー社合板工場も廻ることとした。

　翌朝，ジェトロ事務所に飛行機の予約変更をお願い

したあと，シカゴから約 20 マイル北へ上ったノース

ブルックにある UL 試験所を伊沢氏に案内して頂い

た。

　このUL試験所は，全米 4 ヶ所に分かれているが，

防火材料の認定試験業務はこことサンタクララの 2ヶ

所で行なっている。副所長の Davis 氏に来意を告げ

たのち，プロジェクトエンジニアの Beyreis 氏の案

内で試験所内部を一巡した。床面積15,000平方呎の建

物に収容されている施設は，日本の建築研究所などよ

り遙かに規模が大きく，凡ゆる形の建築構造体，部材

の火災試験が行なえるようになっており，木質のほか

鉄骨，鉄筋コンクリートなどの床，天井，壁，屋根，

柱，梁，鉄扉などの戴荷加熱，水圧テストなどが行な

えるようになっていた。床，天井用戴荷加熱炉は14×

18 呎面に平方沢当り114ポンドの戴荷加熱ができ，壁

パネル用は100平方呎の面積を毎時 850万 B. T. U. の

熱を与えながら水圧による戴荷ができるものであっ

た。これら大型炉のほかに，勿論，内装建材の展炎性

を測定する 25呎トンネル炉（通称，UL試験炉も設置

されており，これらの試験状況も見学できたが，受託

試験のため試験体の燃焼状況や準備室に置かれている

供試材（合板，パーティクル，複合材など）の撮影は

許されなかった。見学後，防火試験のリーダーである

Donahue氏より試験委託の手続きなどについて伺った

が，試験手数料は，大型の床，天井 5～6 千ドル，壁

パネル 3千ドルに対し，25呎トンネル炉は 1,500ドル

であるが，日本の場合は現地の生産状況を検査するた

めの UL検査官の派遣費の方が高くなるとのことであ

った｡

　－以下，次号につづく－

　　　　　　　　　　　　　　　　－木材保存科－


